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聴覚障害者と視覚障害者の平衡機能と体力測定項目との関係
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要旨：本研究は、聴覚障害者と視覚障害者の平衡機能の特性を明らかにし、また平衡機能

と体力測定項目との関連を検討することを目的とした。聴覚障害学生、視覚障害学生や盲

人ランナーを対象に、静的および動的平行機能をEquiTestSystemを用いて測定した。また

体力測定の結果と平衡機能の関連を検討した。EquiTestの結果、聴覚障害者の成績はいく

つかの項目において健常者と比べて有意に低く、前庭感覚系が十分に機能していないこと

が推察された。また２つの測定結果の比と体力測定項目との相関関係は、背筋力、垂直跳

び、サイドステップ、５０ｍ走、１２分間走との間に有意の相関が認められた。視覚障害者

（全盲者）のEquiTestの結果は健常者とほぼ同様の結果であり、またEquiTestの結果と体

力測定の結果に有意の相関は見られなかった。
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１．目的

平衡機能とは、ある一定の姿勢を保持しようとする身

体の働きのことであり、身体の移動をともなうか、ある

いは外乱刺激があるかないかによって静的平衡機能、動

的平衡機能に分類される。合目的的な姿勢の保持は、日

常生活やスポーツ活動などにおいて重要であると考えら

れている。

聴覚障害者の平衡機能については、聴覚系と前庭系の

抹消受容器が解剖発生的及び神経生理的な関連が深く、

位置的にも近接しているため、同一の要因によって同時

に障害を受けやすいことが十分考えられ、幼児、児童を

対象とした研究が数多く行なわれてきている[1］［2][3］

［4］［5］［6］［7］［8］が、２０歳前後の青年を対象とし

たものはあまり見当たらない。同様に青年期の視覚障害

者を対象とした平衡機能研究は数が少ない。

今回、われわれはEquiTestSystemを用いて青年期の聴

覚障害者と視覚障害者の平衡機能を測定し、また平衡機

能と体力測定項目との関係について検討したので、その

結果について報告する。

平均年齢障害程度

聴覚障害者１９８（ＬＯ）９７．７（93）

視覚障害者 42.8（17.6） 全盲

．（）内は標準偏差

･聴覚障害者の障害程度は平均聴力レベル（dBHL）

２方法

２１対象

対象者は筑波技術短期大学聴覚部に在籍する聴覚に障

害のある男子学生２１名と同視覚部に在籍する全盲男子

学生３名および全盲男子社会人ランナー６名の合計３０

名であった。

対象者全員の平均年齢､障害程度は表１の通りである。

図lEquiTestSystemの概観

２２測定装置及び測定条件

今回の測定装置にはNeuroCom社製のEquiTbstSystem

（図１）を用いた。本装置は起立台と被験者の視野を囲

む前景から構成されている。この装置では起立時の前後

8１



３結果及び考察

測定の結果,聴覚障害者のEquiTestSystemにおける条

件１－３の成績はそれぞれ942,929,92.6で，健常者の

948,928,93.8とほぼ同じであった。聴覚障害者の条件

４，５，６の成績はそれぞれ８３８，５８９，６３．４であり、

健常者の条件４，５，６の成績はそれぞれ８８８，７２．１，７７３

であった｡聴覚障害者は条件５，６の得点が健常者と比べ

て有意に低かった（表３)。

視覚障害者では､条件２，５の成績がそれぞれ93.4,662

であり、健常者の92.3,66.2の間には有意な差は認めら

れなかった（表４)。

次に，各条件下で身体のどのような感覚が主に機能し

ているかを分析するため、各条件間でいくつかの比をと

ってみた(表５)。（条件２/条件１）は体性感覚系が、（条

件４/条件１）は視覚系が、（条件５/条件１）は前庭感覚

系が、そして（条件３＋条件６）／（条件２+条件５）は視

覚への依存度が主に関与していると考えられている。

聴覚障害者の場合、（条件４/条件１）において健常者

の足圧中心動揺が得点化され，その動揺が小さいほど高

い得点（最高100点）で表わされる。

また、本測定装置には測定条件としては次の６つの測

定条件が用意されている（表２)。各条件について１試行

２０秒間測定し，３試行ずつ合計１８回測定した。３試行の

うちの中央値を今回の被験者の得点とした。

２２３検討方法

両障害者の障害を考慮して、聴覚障害者には平衡機能

測定項目として、EquiTestSystemにおける測定条件１－

６を、体力測定項目として､握力、立位体前屈､背筋力、

垂直跳び、サイドステップ、５０ｍ走、立ち幅跳び、ハン

ドボール投げ及び'２分問走の９種目を、また､視覚障害

者には平衡機能測定項目として、EquiTbstSystemにおけ

る測定条件２及び５を、体力測定項目として、握力、上

体起こし､長座体前屈､反復横跳び､立ち幅跳び及び20ｍ

シャトルランの６種目を選択した｡なお､実施に先立ち、

本研究の主旨を被験者に説明し同意を得た。

測定終了後、平衡機能の特性及び体力測定項目との関

係について検討した。 表５測定結果（比）

聴覚障害者健常者

平均標準偏差平均標準偏差有意差表２測定条件

(条件２／条件１）

９８．６２８４９７９２．３７ＮＳ

(条件４／条件ｌ）

８８．９１２．７１９３．７３．０２ＮＳ

(条件５／条件１）

６２．５１６．２３７６０５．５９Ｐ＜０．０５

(条件３＋条件６）／（条件２＋条件５）

103.6１４６７１０３．７２．６５ＮＳ
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表３聴覚障害者の測定結果

に比べ若干数値が低かったものの、（条件２/条件１）、

（条件３＋条件６）／（条件２+条件５）とともに有意な差

は認められなかったが、（条件5/条件1）においては健常

者の76.0と比べ625と有意に低かったことから,聴覚|境

害者においては前庭感覚系が十分に機能していないこと

が推察された。

いくつかの比のうち、特に（条件５/条件l）の成績が

低かったことに着目して、各体力測定項目との関係を検

討した。その結果、概ね０．５前後の相関係数が得られた

（表６)。

健常者聴覚障害者

平均標準偏差平均標準偏差有意差

条件１

条件２

条件３

条件４

条件５

1.34

1.99

1.60

3.51

5.42

ＮＳ

ＮＳ

ＮＳ

ＮＳ

Ｐ＜0.01

２．０９

２．５７

3.31

12.40

15.25

94.8

92.8

93.8

88.8

72.1

２
９
６
８
９

●
●
●
●
●

４
２
２
３
８

９
９
９
８
５

77.3６．６４Ｐ＜０．０５６６３．４１８３５

表４視覚障害者の測定結果

視覚障害者健常者

平均標準偏差平均標準偏差有意差

条件２９３．３１３７９２３０．７８ＮＳ

牛５６７．９10.04６６．８４．２８ＮＳ
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聴覚障害者と視覚障害者の平衡機能

表６相関係数（－部） 他の４名についてはＢに３項目、Ｄに２項目、Ｅに１項

目見られたのみであり、また、筋力系の種目には特に成

績の低い者は見られなかった。今回の研究の範囲では

EquiTbstSystemによる測定条件４，５，６での成績が低

い者が体力測定の成績が低いとは必ずしも断定できなか

った。

条件５/条件１

握力

背筋力

垂直跳び

サイドステップ

50ｍ走

立ち幅跳び

ハンドボール投げ

0.40

０．４６

０５３

０．５５

－０．５１

０．５９

０．２７

ＮＳ

Ｐ＜０.ＯＳ

Ｐ＜０.ＯＳ

Ｐ＜0.OS

P＜０.OS

P＜０．０S

ＮＳ

立位体前屈（c、）握力（kｇ）

6０ 3０

１２分間走 2.65Ｐ＜０．０５

2０

Ｔ□
□

1□ロ
ロ

5０
視覚障害者においてもEquiTestSystemによる測定結果

と体力測定項目との相関を求めてみたが、測定条件２，

５ともに体力測定項目との間に有意の相関は見られなか

った。

最後に、聴覚障害者２１名全員のEquiT1estSystemの得

点を一人ひとりプロットしてみた（図２)。図中の黒●は

健常者の平均値と標準偏差を表している。この中で測定

条件４，５，６の得点が特に低い被験者７名（図右下の

Ａ－Ｅ）に注目してみたところ、７名のうち３名はＡと

いう同一の人物であった。他のＢ、Ｃ、Ｄ、Ｅはすべて

異なる人物であった。

EquiTestSystemの測定条件４，５，６での成績が特に

低い者が体力測定成績が劣るかどうかを見るため、Ａ、

Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ５名の体力測定の得点を一人ひとりプロ

ットした図を作成した（図３－１，２)。Ａに関しては聴

覚障害者群の成績を大きく逸脱した項目が５つあったが、

1０

4０

０

3０ -10

聴障ＡＢＣＤＥ
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図３－１EqUiTest得点低位者の体力テストの成績条件

図２聴覚障害者のEquiTestの得点分
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図３－２EquiTbst得点低位者の体力テストの成績
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Relationship between Equilibrium and Physical Fitness Tests in Hearing and
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Abstract: The purpose of this investigation was to examine the equilibrium of hearing and visually impaired people by

using the Sensory Organization Test (SOT) protocol of the Equitest system, and to examine the correlation between the

equilibrium and physical fitness level of the people. In the hearing impaired people, some results of the SOT were

significantly lower than those of hearing people. There were significant correlations between the Quotient (which was

obtained from the results of the SOT) and some results of physical fitness tests (back strength, vertical jump, sidestep,

50-meter dash, 12-minute endurance run). On the other hand, the SOT results of blind people were not different from

those of sighted people.
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